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間救急‧ 福祉タ ク シーの現状⺠
事業者ごと にサービスのレベルが異なり 、 さ ら に予約完了を するのに時間がかかる

低緊急性の医療‧ 福祉搬送を 担う 間救急‧ 福祉タ ク⺠
シーは全国に約13000台が存在し ています。 し かし 国土
交通省はバリ アフ リ ーの 両台数を 7万台にまで増やす車
こ と を 標と し目 ており 、 需要に対し て供給が追いついて

いない状態です。 全国における事業者あたり の 両の車 平

均保有台数は1.3台と 、 規模な事業者が 半で小 大 あり 、

事業者ごと にサービスや料 が異なっ金 ているのが現状

です。

また、 間救急‧ 福祉タ ク シーは、 左図のよう に事業⺠
者ごと に提供できる 援が き く 異なっ支 大 ています。 デジ

タ ルへの対応も 進んでおら ず、 事業者を つけたと し見 て

も 件ずつ電話で確認を取る必要があり ます一 。 分や自 患

者の状態にあっ た事業者を把握し 、 その予約を 確実に

取るために き な 間がかかり ます大 手 。
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表 化し面 ている社会問題
搬送サービスが呼びづら く 、 介助者や病院‧ 施設の職員の に き な負担がかかっ方 大 ている

解決する課題

事業者を
つける見

予約の空き を
確認する

予約が
完了する

地域内の
事業者を検索

政発 の行 行
紙のリ スト から 選択

予約が取れなければ
最初から やり 直し

医療レベルの い高
搬送を担える事業者
は少ない

ト ータ ルで平均30~ 60分の負担に

こ のよう に事業者の条件が複雑なため、 搬送サービスの予約には下のよう なステッ プを 踏む必要があり ます。 こ

れには平均で30分から 60分の時間がかかり 、 医療機関で搬送 段を 配するソ ー手 手 シャ ルワーカ ーの や方 、 福祉施

設のケアマネージャ ー、 また 援を必要と し支 ている のご家族などにと方 っ て き な負担と大 なっています。 特に、

病院や施設の職員の は他にも 業務がある中でこ の 配を なっ方 手 行 ており 、 効率化が強く 望まれています。
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おく る電の成約率の低迷
成約率が約20% 程度‧ 予約にも い時間がかかっ⻑ てし まっており 、 改善が望まれていた

解決する課題
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「 おく る電」 は、 神 市が以前から 提供し⼾ ている病院

送迎紹介コ ールセンタ ーです。 動 声にて搬送条件自 音
の聞き 取り を い、 間で運営さ れ行 ⺠ ている搬送サービ

スを紹介し ます。 ヶ に100~200件程度安定し一 月 て利用
さ れており 、 病院の退院などで活 さ れ用 ています。

し かし ながら 、 実際に電話がさ れた件数の2割弱し か制

約し ておら ず、 分に役 を果たせていると は えな十 目 言
い状況です。 成約率が低い原因は、 利 者の条件に合用
わない搬送事業者がシステムによっ て紹介さ れるこ と

や、 利 者が 動 声案内システ用 自 音 ムの質問を理解でき

ずに離脱するこ と などがあり ます。 成約率が低迷し た

状態では、 利 者も 安 し用 心 て利 するこ と ができ ず用 、

こ の状況の改善が求めら れています。

97件

2023年11月
総受電数14.4%

2023年11月
成約率

おく る電に関するデータ



医療搬送サービスの予約ができる「 m airuシステム」
従来多く の負担がかかっ てき た予約‧ 配を よ手 り 簡単に、 短時間で完結

システム紹介
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こ れら の課題を解決するため、 株式会社m airu techは、 間の搬送サービスを簡単に利 でき⺠ 用 るよう にするための

「 m airuシステム」 を開発致し まし た。 m airuはw ebサービスと なっており 、 搬送の場所‧ 時間に加えて利 者が事業用
者に求める条件や利 者側の状態を細かく 指定すると用 、 それにマッ チする事業者のみが表 さ れます示 。 その中から 呼び

かけたい事業者を選び、 に呼びかけを います一 ⻫ 行 。 すると 、 対応可能な事業者から LINEアプリ を通し て通知が届き、

予約が完了し ます。 予約者および事業者はLINE上でやり 取り し た条件を でいつでも 確認でき ます文 面 。

検索条件の入 力 事業者の選択 事業者への呼びかけ



2ヶ 間にわたり月 、 利 規模を拡 し ながら 検証を実施用 大
病院のメ ディ カ ル‧ ソ ーシャ ル‧ ワーカ ー（ MSW ） と 福祉タ ク シー‧ 間救急事業者に協 を 依頼⺠ 力

検証内容‧ スケジュ ール
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2病院‧ 8事業者

9 25 〜10 20月 日 月 日
ク ローズド 実証

MSW‧ 事業者と 密に連携し

システムへの幅広い意 を収集見

更新 

齟齬が起き ないよう な

システム上のワーディ ン

グの更新‧ 条件指定のバ

リ エーショ ンの追加‧ 履

歴から 出発地を選択でき

るなどの機能の追加

5病院‧ 1施設

23事業者

10 31 〜11 30月 日 月 日
オープン実証

より 多く のMSW‧ 事業者に協 をいただき力 、

機能の追加は わず行 、 KPIの内容を検証

● 兵庫県災害医療センタ ー

● 神 字病院⼾ ⾚ 十

● 神 労災病院⼾
● 甲南医療センタ ー

● 介護 保健施設 いつでも 夢を老 人
● 神 学病院⼾ 大

※「 m airu」 の利 が可能な端末を所有し用 ていない病院には、 端末の貸出を っ た行



結果の概要
成約率は80% 以上、 そのう ち80% 近く が5分以内で成約。

実証実験の成果
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100件

総募集件数

83%

成約率

5分以内
で成約

う ち8割が

57 %

転院搬送割合

M SW にとっての利便性が向上。「 業務時間が
短縮さ れ、 忙し い時にも 順調な業務が可能と
なっ た」 と いっ たコ メ ント が ら れた。見  

事業者からも、「m a iruを積極的に利用したこと
で、より多くの案件を獲得することができた」と
いったコメントが ら れた。見  



神 市と 連携し 「 搬送サービス」 も 開始⼾
システムのアッ プデート 及び搬送サービス「 m airuモビリ ティ 」 の提供準備を 進める

今後の展開
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こ れまで検証し てき た「 m airuシステム」 を、 2024年4 から は神 市と 連携し月 ⼾
ながら 、 各病院や施設等で利 し用 ていただけるよう 体制を構築し ていき ます。

また、 実証検証で課題化さ れた、 慢性的な事業者不 を解決するため、 規格化さ足
れた搬送サービス「 m airuモビリ ティ 」 事業も 開始し ていき ます。 「 m airuモビ

リ ティ 」 では、 特定の 両を活 し 、 医療従事者が乗務する患者等搬送事業者等車 用
と 共同で３ 台の運 を開始する予定で行 、 神 市が進めている救急需要対策にも 積⼾
極的に参画し ていき ます。

UIKによる実証で得た知 等を最 限活かし見 大 て、 利 者の皆様にと用 って使いやす

い搬送サービスと なるこ と を 指し ます目 。 まずは、 介護‧ 福祉施設を中 と し た心
展開を い、 通院‧ 転院や 常的な利 をタ ーゲッ ト にし行 日 用 ていき ますが、 将来的

には、 医療資格を持っ たク ルーにより 、 し っ かり と し た医療 援を 実施でき支 る搬

送サービスの構築も 指し ます目 。
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